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Pritsch and Buning (1989)は、穿孔亜日のアザミウマの H重Parthenothripsdracenae (Heeger)成虫の無栄
養室型卵巣で生殖細胞が細胞質連絡橋によってつながる生殖細胞クラスターを見いだした。そこで、われわれ

は無栄養室型卵巣における生殖細胞クラスター形成がアザミウマ類に共通した特徴であるかとうかを明らかに

するため、 2種の有管亜日のアザミウマ、 Bactrothripsbreνitubus Takahashi (オオアザ ミウマ亜科)と

Holothrips yuasai (Kurosawa) (クダアザミウマ亜科)を材料に、 生殖細胞クラスターの存在が示唆されている

2齢幼虫の卵巣 (Tsutsumiet al.， 1993)の電顕観察を行った。

Fig. 1 Four-oocyte cluster in the 2nd instar larva of Bactrothr伊sbrevitubus. Three oocytes 

(Oc2-4) are observed to be connected with each other by two intercellular bridges 

(arrowheads) . Oc1 links to Oc2 although not shown in this figur巴 Mc:mitochondria， N: 

oocyte nucleus， 0c1-4: oocytes 1-4， SC: somatic cell. ScaJeμm 

* Abstract of paper read at the 30th Annual Meeting of Arthropodan Embryological Society of Japan， June 
3-4， 1994 (Sugadaira， Nagano). 
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有管室主自のアザミクマのz齢幼虫の卵巣には2さつの部域、(1)卵原綿総のみからなる部域、すなわち形成縮胞
巣、 (2)クラスター形成をしている卵母級胞の存夜する部域市 (3)単独の卵母線胞のみが存在する部主義が線、めら

れ、¥l)と (2)の怒竣は委しく議3f-1とi〆た体綴滋の援によって渓界されている。
~p康総E訟のほとんどは単独で存在し、草野原級総クラスターは 2総総クラスターが2 倒見いだされただけであ

る。退化途中にある卵原細胞も存在した。卵康総胞の大きさは嫌々 (7-16，um)であるが、斡繊胞とみなせるほ
ど似の細胞に車交べ著しく大きな細胞は見いだせなかった。 (2)の部域にはクラスターを形成している卵母細胞
(Fi怠 1)だけではなく、単独の悪事母綴総も答夜し、 H.yuasaiでは、 2綴総クラスターがニっと 3総抱クラス
ター、 4総施クラスター、 5綴捻クラスターがそれぞれ一つずつ、そして単独の卵震予縦胞が13惚存寂した。の

主制虫の卵母線機は煎卵黄形成成長期にあり、大きさもの都機にあるもの(平均蕊径約12μm)よ与もかなり

大きい{平均蕊径27，u刻。

手守管型自のアザミウマでも苦手孔亜悶のアザミウマとl可様に生娘細胞クラスター形成が見いだされた。このこ

とによ号、生殖綴総クラスター形成という現象はアザ、ミウマ懇に普遜的な特喜重であると結議できるα
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